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「そろそろ流し素麺の時期だべ」という利用

者みなさんからのリクエストに応え、今年

も流し素麺大会を開催しました。そらいろ

の竹藪から取ってきた竿竹を使った手作り

の台に雨どいを渡して流し素麺セットが完

成。台の両脇に陣取った利用者たちは、次々

に流れてくる素麺をすくっては食べ、すくっ

ては食べ、お箸がとまらない状態に。素麵

だけではなくスイカにトマト、バナナにブ

ルーベリーも一緒に流れてくると、利用者

は「なんだーこれは」といいながらも夢中

で食べていました。普段は半量ほどしか食

べない利用者も、この日ばかりはお椀もお

口の中も素麺でいっぱい。「いやーお腹いっ

ぱい」と笑顔をみせていました。「食べる」

ことは「生きる」こと。みんなで楽しく、

美味しく食べて、水分も摂れる。素麺の威

力は抜群です。

リクエストに応えて今年も流し素麺

美味しい顔がいっぱい

この時期、ふるさとの景色は見渡す限り緑の平原のようになります。帰郷して 8 年、見慣れた田ん

ぼの風景となりましたが、改めて豊かな景色だなあと思います。昨年までは米価の値上がりや米不

足で令和の米騒動があったばかりでしたが、今年は米余りに米値の下落がニュースなっています。

この国の農政はどうなっているんだろうか。生産者も消費者も、安心して米をつくり、ごはんを食

べることのできる暮らしをつくるのが政治の仕事だと思うのです。それはともかく 10 月には稲刈

りです。今年も豊作でありますように。


